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家庭廃棄物の有効利用ｍ一茶滓から調製したポリウレタンの物性一

大妻女大家政　　○西村優子　中村邦雄

被　　服

　目的　資源の有効利用及び生分解性高分子の見地から、これまでに家庭から排出する植

　一物性廃棄物の食用油脂、コーヒー粕等を用いてポリウレタン（Ｐ Ｕ） を調製し、その物性

を明らかにした。本研究では日常家庭から出る緑茶及び紅茶の茶滓を用いてＰＵを調製し、

その機械的及び熱的性質を検討した。

　方法　２００メッシュにふるった茶滓（ＵＣＣ上島珈琲㈱）の微粉末をポリオールの一

　一部として用い、ジフェニールメタンジイソシアネート（粗MD工、ＣＲ－２０〇、三井東

圧化学㈱）と反応させＰＵを得た。得られたＰＵは一昼夜以上放置し、その後1 2 0°C、

3 0分間熱処理して測定に供した。圧縮試験及び引張試験はオリエンテック製のテンシロ

ンＲＴＡ－５００を、熱分析はセイコー電子工業製のD S C 2 2 0 Cを用いて測定した。

　結果　茶滓を用いたＰＵフォームの圧縮応力及び弾性率は茶滓含有量の増加とともに低

　一下することが明らかとなった。一方ＰＵフィルムの引張応力及びヤング率は、茶滓含有量

の増加とともにに高くなる傾向を示した。これはＰＵフォームとフィルムでは反応条件が

異なるためと考えられる。またＤＳＣ測定によるガラス転移温度（Ｔｇ）は、茶滓含有量

の増加とともに増加し、茶滓がハードセグメントとして作用するることがわかった。さら

にポリオールの一部として用いた緑茶と紅茶では、MD Iとの反応性に多少の差が認めら

れた。

ＩMp- ２　　　　　数種の有機酸を用いた羊毛の脱スケール処理

　　　　　　昭和女子大家政　小原奈津子　○滝沢智嘉　豊田春和

　目岫　スケール除去処理により羊毛を改質することを最終目的として。従来より用いら

れているギ酸（FA）の他に、’酢酸(AC）、モノクロロ酢酸（MCA）、ジクロロ酢酸（DCA)、

トリクロロ酢酸（TCA）およびトリフルオロ酢酸（TFA）を用いて羊毛繊維を処理し、スケ

ール除去への効果および繊維性能への影響を明らかにする。

　方法　脱スケール処理:701Cの99～99.5%のFA, ACおよび50%のFA、AC、MCA、DCA、TC

A、およびTPA水溶液中で羊毛繊維を30あるいは60分間加熱後。超音波処理を30、60あるい

は90分間行い、水洗､した。編物の処理もこれに準じた。繊維観察:走査型電子顕微鏡を用

いた。処理液への溶出タンパク量:キールタール法でN量を定量し求めた。繊維性能：繊維

の引張り特性はテンシロンを用いてつかみ間隔1 Oca、引張り速度20iiim/分で測定した。処理

編物の収縮率。ピリング性、摩耗強度等の評価は.JISに準じた。

　結果　一般に、溶出タンパク量が多い処理条件ではスケールの除去量も多いことがわか

った。ギ酸中で60分加熱処理後、60分以上超音波処理を施すとスヶ－ルはほとんど除去さ

れるが、一方繊維のフィプリル化も認められた。50%のFA.AC, TFAおよびDCA水溶液での

処理を比較するとレDCAの場合が最もよくスヶ一ルが除去されていた。各種有機酸の50%水

溶液で処理した場合、繊維の｡強度は未処理繊維の52～73%に、伸度は52～75%に低下する

が、初期ヤング率は15～27%高くなった。FA処理羊毛編物の収縮率およびピリング性は。

未処理試料に比べかなり向上していた。
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